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修　正　箇　所　一　覧
案件名：第２期都城市教育振興基本計画（案）
	項　目
	修　正　内　容
	理　　由

	第３章　本市における教育の現状と課題

１　学校教育について
（５）学力の状況

（P19～20）
（15）学校施設の状況

（P28）
（17）学校給食、食育の状況

（P29）
【都城市学校給食センターの概要】

（P30）
２　家庭や地域の教育力について

（４）人権学習・人権啓発について

（P33）
３　生涯学習や文化活動について

（２）図書に親しむ環境づくり

（P37）
第４章　本市が取り組む教育施策

施策の方向性１　社会の持続的な発展に向けて学び続ける子どもたちを育成します。

施策３　教職員の資質向上

１　主な取組

（２）教職員が能力を発揮できる持続可能な学習指導体制の構築

オ 教員の業務の支援

（P48～49）
施策の方向性２　誰一人取り残されず、多様性を認め合い、一人一人を大切にする教育を推進します。

施策１　豊かな心を育む教育の推進

１　主な取組

（１）いのちを大切にする教育の推進

ア　「命を大切にする授業」実施

（P52）
（２）いじめ・不登校・非行の未然防止

（P53）
施策２　全ての児童生徒に応じた教育機会の確保

（２）特別支援学級、通常の学級における指導の充実

（P57）
施策の方向性５　誰もが意欲を持って学べる環境を創ります。

施策２　生きる力を育む読書活動の推進

１　主な取組

（１）学校における読書活動の推進

（P73）
施策の方向性７　コミュニティ・スクールの推進を図るとともに関係機関との連携を深めます。

施策１　地域とともにある学校づくりの推進

１　主な取組

（２）学校運営協議会の取組の充実

（P80）
	「小・中学校とともに知識・技能の習得に関する問題については、全国平均を上回っている傾向にあります。理解していること・できることをどう使うか、」を、

「小・中学校とともに知識・技能の習得に関する問題については、全国平均を上回っている傾向にあります。一方、思考・判断・表現の習得に関する問題については、全国平均を下回っており、理解していること・できることをどう使うか、」に修正します。
「沖水地区など一部の地域」を、
「祝吉地区、五十市地区、沖水地区などいくつかの地域」に修正します。
１行目の記述｢小学校 36 校、中学校 18 校｣を、

「小学校36校（御池小学校及び白雲小学校を除く）、中学校18校（白雲中学校を除く）｣に修正します。
幼稚園の合計「3」を、「2」に修正します。
「グローバル化や高度情報化・少子化・高齢化社会」を、

「グローバル化や高度情報化、少子化や高齢化」に修正します。
「小・中学校においては、図書館サポーターを配置し、学校図書館の環境整備、蔵書管理、読み聞かせ等を行っています。また、児童生徒と触れ合う活動として、昼休みの読み聞かせ活動や授業サポートとしてブックトーク活動の充実を図っています。」を、

「小・中学校においては、図書館サポーターを配置し、学校図書館の環境整備、蔵書管理等を行っています。また、読み聞かせ等の児童生徒と触れ合う活動、単元に沿った選書やブックトーク活動等の授業サポートも実施しています。」に修正します。
「また、児童生徒の安全・安心のため、支援員は、新型コロナウイルス感染症対策等の消毒等、防疫作業を行います。」という記述は削除します。
（１）アの冒頭「外部講師を招聘し」を、

「教育委員会が外部講師を招聘し、」に修正します。
「（２）ア　生徒指導体制・教育相談体制の充実」の文中「定期的なアンケートや教育相談によるいじめ等の早期発見に努めるとともに、校内のいじめ不登校対策委員会等を活用した早期対応を図る」を、
「定期的なアンケートや教育相談によるいじめ等の早期発見に努めるとともに、教職員の研修の充実や、校内のいじめ不登校対策委員会等を活用した早期対応を図る」に修正します。
新たに「エ　教職員の研修」

「県との連携のもと、教職員育成指標に則り、特別支援教育の理解深化を図る研修の充実に努めます。」を追記します。
２段落目中「学級担任等からのリクエストに応じて、本の紹介等を実施し、読書を通した生きる力を育みます。」を、

「学級担任等からのリクエストに応じて、単元に沿った選書や本の紹介等を実施し、読書を通した生きる力を育みます。」に修正します。
「ア　制度に対する理解の促進と評価の実施」の文中、「学校の担当教職員や学校運営協議会委員を対象にした説明会や研修等を開催することで、」を、

「学校の担当教職員や校区内の地域住民、学識経験者等で構成する学校運営協議会委員を対象にした説明会や研修等を定期的に開催することで、」に修正します。
	　全国平均を下回っている項目についての記述がなかったため。
　児童生徒が増加傾向にある地区は複数あるため。
　給食を提供していない小・中学校もあることを明示したほうがよいため。
　誤りがあったため。
　句読点を含めた記述の誤りを改めるため。
　図書館サポーターの業務内容を詳細に記述するため。
　新型コロナウイルス感染症感染状況の変化や対策方針の見直しに伴い、現在は消毒や防疫作業は行っていないため。
　「命の大切さを考える日」は、各小・中学校で取り組んでいるが、「命を大切にする授業」は、市教育委員会が主体となり、中学校の生徒と職員を対象に取り組んでいるという違いがあることを明示するため。
　教職員の研修の充実を図ることを明示するため。
　同上
　図書館サポーターの業務内容を詳細に記述するため。
　本市の学校運営協議会は、地域の団体の長を充てるだけではなく、学識経験者等にも委員に加わっていただいているが、そのことの記述が足りていなかったため。
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